
仮
設
(
冒
と
出
印
日
)
立
)
と
識
転
変

(
i
E凶
-HgH)∞
江
口
叫

HHg)
に
つ
い
て

竹

村

牧

男

lま

じ

とう

世
殺
の
吋
唯
識
一
ニ
十
頚
』
は
、

そ
れ
ま
で
に
追
究
さ
れ
て
き
た
唯
識
教
学
の
全
体
系
を
、

々
三
十
の

の
中
に
集
約
・
組
織
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
唯

識
の
重
要
な
教
理
の
す
べ
て
が
、
簡
潔
な
表
現
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
一
一
一
十
の
詩
頚
の
中
で
も
、

と
り
わ
け
初
の
一
頭
半
に
、

そ
の
最
も
根
本
と
な
る
思
想
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
は
識
転
変
守
口

m
E
3
2
z
m
g
m
)
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
の
転
変
は
三
種
で
あ

実
に
種
々
の
我
・
法
の
仮
設
(
以
門
自
立

E
円
ヨ
。
門
)
何
百
仰
門
知
)
が
生
起
す
る
が
、

る
。
奥
熟
と
、
思
量
と
呼
ば
れ
る
も
の
と
、
境
の
了
別
と
で
あ
る
。

出
仮
説
我
法
、
有
種
種
相
転

こ謂彼
に異依
は熟識

思 所
一一 B_ ~ 
二二 主主L j5乙

種
の及此
識了能

;51j変
変 境"fl住
に識L三
お、
し、、
て、

(
於
格
)
、
種
々
の
我
・
法
の
仮
設

(
C
B
S
5
1日

)g古
川
名
門
い
〉
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

世
親
が
主
張
す
る

」
の
簡
潔
な
命
題
が
、

一
体
ど
の
よ
う
な
事
理
を
含
摂
し
て
い
る
の
か
、
以
下
、
仮
設
と
い
う
こ
と
と
識
転
変
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
そ
の
意
味
を
究
明
し
、

一
方
、
法

相
宗
の
こ
の
偶
煩
に
対
す
る
解
釈
の
内
容
を
解
明
し
つ
つ
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
識
転
変
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
数
多
く
の
研
究
が
提
出
さ
れ
て
い

(
2
)
 

る
が
、

こ
こ
で
は
特
に
佼
設
の
所
依
と
し
て
の
識
転
変
を
考
察
し
て
い
く
中
で
、

ま
た
兵
る
角
度
か
ら
の
照
射
を
試
み
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

哲
学
・
思
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仮
設
な

E}
皆
三
C

と
識
転
変
(
〈
ぷ

S
S
E
-包
5
m
H
)

に
つ
い
て

ニハ

仮
設
と
い
う
こ
と

『
唯
識
一
一
一
十
頭
』
に
い
う
民
自
怠

Y
R
5
0宮
8
5
の
ロ
宮

S
E
は
、
冒
と
宮
町
)
片
山

〈

3
〉

と
問
、
じ
意
の
語
で
あ
る
。

七門市凶〕
m
M
m

凶門)門戸

占
i
h

、
元
来
、

ωω

ヨ
ryMH問
w
8
5
何回〕日

〈
苫
g
u
m
s
w
口問
B
ω
F

ロ叫吉川凶}内山門
5
m
g
w
ロ
凶
阿
己
主
yo可
my
口一円
crtw
〈v
y
h
H

出
Y
R
f
m
w一)]凶一一間切
ω
等
と
同
義
で
あ
り
、
お
号
之
江
w
g召
r
z
p
g担
当
山

(
4〉

義
で
あ
る
。

等
と
も
向

つ
ま
り
、
名
称
・
呼
称
・
言
語
な
ど
を
意
味
す
る
。

し
か
も
こ
れ
ら
の
言
語
は
、
し
ば
し
ば
部
分
の
集
合
に
対
し
一
つ
の
全
体
を
想
定
ぜ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
車
輸
の
部
品
の
集
合
に
対
し
て
、

つ
の
車
輪

な
る
も
の
を
想
定
せ
し
め
、
髪
や
爪
や
歯
や
皮
膚
等
の
集
合
に
対
し
て

一
人
の
人
を
想
定
せ
し
め
る
。

こ
こ
で

つ
の
全
体
と
し
て
設
定
さ
れ
た
も
の
H

℃

3
3
8門

さ
れ
た
も
の
は
、
実
物
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
は
あ
り
え
ず
、
仮
有
で
あ
る
。
故
に
買
と
出
。
三
?
を
私
は
仮
設
と
訳
し
て
お
く
。

説
一
切
有
部
で
は
、

我
は
諾
認
の
和
合
の
上
の
仮
設
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

(
5〉

一
方
、
事
物
に
関
し
て
も
、
瓶
・
衣
・
車
乗
等
々
は
仮
有
で
あ
る
。
実
有
と

い
え
る
も
の
は
、
分
割
さ
れ
て
も
、
分
析
さ
れ
て
も
自
身
の
本
質
を
維
持
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
実
有
は
、
議
・
処
・
界
や
、

七
十
五
法
な
ど
に

見
出
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、

、、戎伏
f
Q
ヶ
〈
ご
士
、

イ
ノ
「
芽
J
1
4
3
4
v
;

た
と
え
ば
『
八
千
煩
般
若
経
』

?

」

斗

ι
、

V
7
V
 

処
・
界
は
空
に
他
な
ら
ず
、

4
2
m
Y即
日
、
が
存
在
し
な
い
と
き
、

般
若
波
経
蜜
が
あ
る
、

(
6〉

と
説
い
て
い
る
。

」
こ
で
は
、

ωωAM]
ロ
m
w

説
一
切
有
部
な
ど
で
実
有
と
見
な
し
た
法
も
ま
た
、
円
)
吋
丘
町
ぜ
ー
又

一
切
法
に
関
す
る

ω
州凶日吋以内凶〕同凶
m
w
u

七日
1ω
〕出凶七一いグ

に
す
ぎ

も
滅
も
な
く
、

た
だ
し
名
と
一
一
一
一
口
語
の
み
に
よ
っ
て

合
同
目
白

g
ヨ
rogHMM
悶円円
2
E
)
説
か
れ
る
(
〈
志
〈
山
一

5
百
円
。
)

色
等
の
一
切
が
、
宮
山
〕
ロ
ω℃
2
5
日
3
で
あ
り
、

(
7
)
 

に
す
ぎ
な
い
と
し
て
い
る
。

そ
の
仮
設
法
に
は
生

な
い
と
説
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

『
二
万
五
千
頭
般
若
経
』
の

「
一
二
仮
品
」
(
漢
訳
)
に
も
、

」
の
よ
う
に
、

我
と

群
の
事
物
は
仮
有
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
を
構
成
す
る
実
有
の
法
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
に
対
し
、

大
衆
で
は
、

我
も
法
も
一
切
は
名
一
一
一
日
に
お
い
て
施
設
せ
ら
れ
た
に
す
ぎ

ず
、
仮
設
有
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

一
口
語
表
現
は
、

日
常
の
場
に
も
あ
れ
ば
、

や
や
日
常
一
言
語
の
皮
省
を
ふ
ま
え
た
学
術
の
場
に
も
あ
り
え
、

か
つ
仏
教
の
教
え
と
し
て
の
言
語
も
あ
る
。
こ

の
と
L
ざ、

『
唯
識
一
一
一
十
頭
』

の
い
う
種
々
の

以門戸口出
C
Y
ω

門
5
0日)州民間
E
は
、
ど
の
場
で
の
一
言
語
表
現
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

確
認
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、

『
安
慧
釈
』
も
『
成
唯
識
論
』
も
、

そ
れ
は
世
間
(

T

)

片
山
)
と
聖
教
(
品
川
山

ω門

E
)

世
親
の
原
意
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
を
直
接
、

(
時
)

の
両
方
だ
と
い
っ
て
い
る
。

経
典
に
は
如
是
我
聞
と



あ
っ
た
り
、
預
流
・
一
来
等
、
主
体
的
な
存
在
を
表
現
す
る
一
一
一
一
口
葉
が
あ
る
。

ま
た
、

五
認
・
十
ニ
処
・
十
八
界
や
、
七
十
五
法
、
百
法
等
の
事
物
的
な
存
在
を
表
現
す
る

一
口
葉
が
あ
る
。
確
か
に

に
は
、
世
間
と
聖
教
と
の

一
つ
の
事
例
が
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
世
親
が
山
門
ヨ
包
F
R
E。明記。山

g
に
そ
の
一
切
を
含
め
て
考
え
て

い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
充
分
、
推
察
し
う
る
。

で
は
、
世
間
の
仮
設
と
聖
教
の
仮
設
と
の

は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
中
、
特
に
聖
教
に
お
け
る
仮
設
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ

大
師
は
但
だ
仮
に
依
り
て
の
み
事
を
施
設
し
て
法

(
9
)
 

要
を
宣
説
し
、
有
情
を
し
て
方
便
し
て
如
理
作
意
に
趣
入
し
、
邪
宗
を
遠
離
し
て
、
永
く
煩
悩
を
断
ぜ
し
め
ん
と
欲
す
。
:
:
:
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
陳
那
の
吋
取
因
仮
設
論
』
が
あ
る
。
そ
の
最
初
に
は
、
「
一
性
と
異
性
と
非
有
と
の
辺
を
遮
せ
ん
が
為
の
故
に
、

に
、
こ
の
論
は
ど
こ
ま
で
も
聖
教
の
仮
設
を
扱
う
も
の
で
あ
る
。

で
は
、

そ
の
仮
設
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
ろ
う
か
。

『
取
悶
仮
設
論
』
は
、
仮
設
に
、
①
総
紫
、
②
相
続
、
③
分
位
差
別
の
一
一
一
種
が
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

①
の
総
緊
は
、
複
数
の
要
素
的
存
在
か
ら
成
る
も
の
に
、

一
つ
の
も
の
と
表
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
②
の
相
続
は
、
時
間
的
に
関
係
相
続
す
る
複
数
の
存
在
(
個
々
の
存

在
は
利
那
滅
)

ア
」
、

b
υ
M
 

一
つ
も
の
と
表
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
①
の
分
位
差
別
は
、
あ
る

て〉

の

に
対
し
て
、
そ
の
多
様
な
側
面
を
別
々
に
表
現
す
る
こ
と
で
あ
る

(
そ
の
多
様
な
表
現
に
対
応
し
て
多
の
実
体
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
〉
。
こ
う
し
た
一
一

の
仮
設
に
よ
る
一
言
語
表
現
が
あ
り
う
る
が
、

そ
の
指
し
示
す
事
に
つ
い
て
全
く

非
有
と
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、

方
、
そ
の
構
成
要
素
相
互
の
間
に
、
あ
る
い
は
構
成
要
素
と
仮
設
さ
れ
た
も
の
と
の
間
に
、

一
と
も
異
と
も
執
し
で
は
な
ら

な
い
こ
と
を
論
証
す
る
。
こ
う
し
て
陳
那
は
、

(
印
)

し
て
い
る
。

は
世
間
を
利
益
せ
ん
と
欲
す
る
が
為
に
、
方
便
し
官
一
説
す
る
」
と
こ
ろ
に
成
立
す
る
依
設
の
独
自
の
意
義
を
強
調

『
成
唯
識
論
』
は
、
こ
の
仮
設
の
意
義
を
深
く
採
り
入
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
依
地
起
性
の
地
平
に
仮
と
実
と
が
あ
る
と
し
て
、
仮
設
法
と
し
て
の
依
他
起
性
を
認

め
て
い
る
。
「
依
他
起
性
、
有
実
有
仮
。
家
集
・
相
続
・
分
位
性
故
、
説
為
仮
有
。
心
心
所
色
、
従
縁
性
故
、
説
為
実
有
。
若
無
実
法
、
仮
法
亦
無
。

(
日
)

設
故
」
と
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
家
集
・
相
続
・
分
位
性
故
の
仮
有
は
、
あ
き
ら
か
に
『
取
因
仮
設
論
』
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

仮
依
実
問
、

市
施

依
他
起
性
と
し
て
の
仮
設
法
は
、

お
そ
ら
く
聖
教
の
仮
設
に
お
い
て
あ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
聖
教
の
仮
設
と
世
間
の
仮
設
と
の
区
別
に
関
し
、
『
成
唯
識
論
述
記
』
(
以

下
『
述
記
』
)

は
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

仮

一
種
有
り
。

一
に
は
、
無
体
随
情
仮
。
多
分
の
世
間
と
外
道
と
の
所
執
な
り
。
彼
の
所
執
の
如
き
我
・
法
無
し
と
臨
も
、
執
心
の
縁
ず
る
に
随
っ
て
亦
た
我
・

哲
学
・
思
想
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仮
設
(
℃
円
と
ひ
さ
三
)
と
識
転
変
令
官
古
川
者
向
門
ご
品
目
白
〉
に
つ
い
て

j¥ 

法
と
名
づ
く
。
故
に
説
い
て
仮
と
為
す
。

こ
に
は
、
有
体
施
設
仮
。
聖
教
の
所
説
な
り
。
法
体
有
り
と
臨
も
、
而
も
我
・

へロ)

に
随
て
施
設
す
。
故
に
説
い
て
仮
と
為
す
。

に
は
非
ず
。
木
体
は
無
名
な
り
。
強
て
我
・
法
と
名
、
、
つ
く
。
法
体
に
称
わ
ず
。
縁

一
の
無
体
随
情
仮
は
、

日
常
言
語
等
に
お
け
る
仮
設
に
お
い
て
、
木
来
そ
れ
に
対
応
す
る
実
体
は
存
在
し
な
い
の
に
、
そ
こ
に
実
体
を
執
著
す
る
心
に
基
づ
く
仮
設
で
あ

る

一
方
、
一

の
有
体
施
設
仮
は
、
聖
教
の
仮
設
で
、
依
他
起
の
法
体
に
基
づ
き
、
そ
の
自
相
に
合
致
す
る
の
で
は
な
い
が
化
縁
に
従
っ
て
あ
え
て
施
設
し
た
仮
設
で
あ
る
。

さ
ら
に
『
述
記
』
は
、
次
の
よ
う
な
解
釈
も
示
し
て
い
る
。

又
は
第
二
解
は
、
世
間
所
執
の
我
法
は
体
、
無
な
り
。
識
所
変
に
依
っ
て
、
妄
情
を
縁
と
為
し
て
而
も
執
を
起
す
。
妄
情
所
執
は
、
走
れ
世
の
我
・
法
な
り
。
然
も

体
、
無
な
る
が
故
に
、
無
い
い
有
に
依
る
を
以
っ
て
、
内
の
妄
情
に
依
っ
て
説
い
て
我
・
法
と
為
す
。

聖
教
所
説
の
我
・
法
の

一
種
は
、
識
体
の
上
に
我
・
法
の
義
有
る
に
依
っ
て
、
義
を
体
に
依
せ
、
別
を
総
に
依
せ
て
、
有
体
の
法
に
依
っ
て
説
い
て
我
・
法
と
為

す。

(
日
)

即
ち
、
所
執
能
計
の
情
と
、
及
び
一
昨
詮
の
法
と
は
、
皆
識
所
変
に
し
て
、
以
っ
て
我
・
法
と
為
す
と
説
く
。

世
間
の
仮
設
は
妄
情
に
よ
る
仮
設
で
あ
る
。
聖
教
の
仮
設
は
実
際
に
そ
の

の
有
る
識
体
に
依
拠
し
て
の
仮
設
で
あ
る
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
識
所
変
の
う
ち
に
我
・

法
が
あ
る
こ
と
は
等
し
い
と
い
う
。

第
一
の
仮
設
の
説
明
は
、

仮
設
の
言
語
表
現
の

に
着
目
し
、
第
二
の
仮
設
の
説
明
は
、
仮
設
の
所
依
及
び
仮
設
の
成
り
立
ち
に
蒼
白
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

巴 2司

述

記
』
は
、
「
第

(
日
同
〉

在
ら
ず
J
」
と
そ
の
違
い
を
説
明
し
て
い
る
。

解
は
:
:
:
我
・
法
の

一
仮
は
乃
ち
説
に
属
せ
り
。
:
:
:
第
二
解
は
:
:
:
所
説
を
以
っ
て
、
若
し
は
我
・
法
と
為
す
(
つ
ま
り
、
仮
の
我
・
法
は
、

一一一一口に

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ロ
力
宮
山

g
H
H
)
E百
さ
に
は
、
名
称
・
一
一
一
一
口
語
等
と
等
し
い
も
の
で
あ
り
、

し
か
も
位
俗
と
聖
教
の

切

の
言
語
表
現
を
含
む
も
の
で
あ
る
。

故
に
司
成
唯
識
論
』
は
、
仮
説

(
仮
に
由
り
て
説
く
〉

と
訳
し
て
い
る
。

よ
く
買
と
mm名
古

と

三
古
川
凶
℃
己
と
が
向

祝
さ
れ
る
。

し
か
し
己
」
日
苛
立

は
八
識
に
通
じ
、
言
語
を
介
在
さ
せ
た
認
識
と
は
異
る
感
覚

(
五
識
)
等
を
も
そ
こ
に
含
む
の
で
、

両
者
を
直
ち
に
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

は
ず
で
あ
る
。



仮
設
の
所
依
と
し
て
の
識
転
変

さ
ら
に
法
も
ま
た
仮
設
の
み
で
あ
る
と
き
、
我
に
対
し
て
の
五
識
の
よ
う
な
、
法
に

(日〉

対
し
て
の
そ
の
拠
り
所
、
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
所
依
の
な
い
仮
設
は
あ
り
え
な
い
。

仏
教
で
は
、
古
く
か
ら
、
我
は

の
上
の
仮
設
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。

一
般
に
は
、

は
対
応
す
る
実
体
的
存
在
に
依
拠
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
大
乗
仏
教
は
一
切
の
実
体
的
存
在
を
否
定
し
た
。
と
と
も
に
、
し
か
し

ハ
凶
〉

に
我
が
仮
設
さ
れ
る
所
依
を
、
織
の
相
統
合
一
S
門戸内出

g
gヨ
円
山
門
戸
山
)
と
し
て
い
た
。

そ

仮
設
の
所
依
は
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
供
会
論
』
破
我
口
問
で
は
、

し
て
『
唯
識
三
十
日
明
』
は
、
我
・
法
と
も
の

の
拠
り
所
に
つ
い
て
、
識
転
変
の
諮

た
の
で
あ
っ
た
。

で
は
、
こ
の
識
転
変
と
は
、
(
五
惑
の
相
続
と
か
な
り

近
い
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
が
)

ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
転
変
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
『
安
説
一
川
釈
』
は
、
「
こ
の
転
変
と
い
う
の
は
何
か
。
変
異
性
(
山
口
三
岳
山
守
ω)

〈
げ
〉

果
、
が
、
図
の
利
那
の
滅
と
同
時
に
、
国
の
利
那
と
異
る
相
の
自
体
を
得
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
第

(

叩

ぬ

〉

守
口
門
〈
山
〈
山
ω門

7
3
0
J
H
3
5山
一
)
一
石
〈
与
七

R
S仰
向
吋
以
内
阿
佐
)
」
と
あ
る
。

こ
の
中
、

で
あ
る
。
ハ
す
な
わ
ち
)

人
規
に
出
る
転
変
の
説
明
に
も
、
「
前
の
位
か
ら
異
っ

て
存
在
す
る
こ
と
が
転
変
で
あ
る

」
れ
ら
の
転
変
の
説
明
は
、
「
利
那
滅
の
相
続
の
中
で
変
化
す

る
こ
と
」
を
示
し
て
い
よ
う
。
た
と
え
ば
『
大
毘
婆
沙
論
』

九
に
は
、
「
彼
の
執
す
ら
く
、
諸
行
相
続
し
て
転
ず
る
時
、

前
位
減
せ
ず
し
て
転
変
し
て
後
と
為
石
と
。

薪
、
灰
と
成
り
、
乳
、
酪
と
為
る
等
の
如
し
。
今
は
、
諸
行
相
続
し
て
転
ず
る
時
、
前
減
し
て
後
生
じ
、
市
し
て
転
変
有
り
と
説
く
。
謂
く
、
有
為
法
、
生
時
勢
盛
ん
な

(
凶
〉

り
、
滅
時
勢
衰
え
り
、
;
:
:
生
時
功
一
能
を
得
、
滅
時
功
能
を
失
す
:
:
:
故
に
転
変
と
名
づ
く
。
外
道
と
同
じ
き
に
非
ず
」
と
説
い
て
い
る
。
仏
教
は
お
よ
そ
現
象
的
存
在

を
利
那
滅
で
見
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
説
一
切
有
部
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
こ
の
と
き
、
変
化
は
利
那
滅
の
相
続
の
中
に
あ
る
と
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
っ

(
却
〉

た
。
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
の
長
行
に
も
。
「
転
変
と
は
、
正
に
変
異
性
で
あ
る
」
(
宮
コ
包

g
o
E
口問
5
山
口
苫
忌
旦
3
3
)
と
あ
る
が
、

よ
し
土
、

y
?ずぺ
、
，

Y

利
那
滅
に
お
い
て
こ

そ
変
化
が
あ
る
こ
と
の
説
明
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
利
那
滅
の
中
の
転
変
と
し
て
、
経
量
部
が
業
の
説
明
の
際
に
用
い
た
相
続
転
変
差
別

(
g
g
g
t
E
z門
一
信
仰
向
出
∞
三
段
包
)

(
引
〉

は
有
名
で
あ
る
、
ニ
の
中
、
相
続

と
は
因
果
を
も
っ
て
つ
ら
な
る
一
一
一
世
の
諸
行
で
、
こ
の
因
果
と
は
過
去
の
業
に
よ
る
果
の
生
起
を
意
味
す
る
。
転
変
と
は
、
こ
の
相
続
に
お
け
る
変
異
性
(
山
口
日
記

-F凶
守
山
)

で
あ
り
、
過
去
に
異
る
生
起
を
意
味
す
る
。
こ
う
し
て
、
相
続
転
変
と
は
、
因
果
の
連
鎖
に
お
い
て
不
断
に
相
続
す
る
中
の
変
化
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん

哲
学
・
思
想
論
集
第
十
四
号

九



仮
設
な
E
吉
右
三
)
と
識
転
変
(
〈

C
2
5
Eュ
包
吉
山
)
に
つ
い
て

四

O 

」
の
こ
と
は
、
利
那
滅
に
お
い
て
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

差
別
と
い
う
の
は
他
と
区
別
さ
れ
る
も
の
を
意
味
す
る
。

つ
ま
り
、
相
続
転
変
す
る
も
の
は
種
々
あ
っ
て
も
、
そ
の
中
、
特
に
他
と
区
別
さ
れ
た
特
別
な
相
続
転
変

が
、
相
続
転
変
差
別
で
あ
る
。

で
は
ど
の
よ
う
な
点
に
お
い
て
特
別
な
の
か
。
そ
れ
は
「
無
関
に
果
を
生
じ
る
功
能
」

(
ω
p
m
g
g
g
ヨ
℃
一
戸
内
凶
向
。
門
司
仰
仏
印
口
問

ωm凶
回
目
白
丘
一
一
以
山
廿
)

を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
刻
々
変
化
し
な
が
ら
相
続
し
来
っ
て
、
す
ぐ
次
の
利
那
に
は
果
を
生
み
出
す
よ
う
な
力
を
具
え
た
も
の
が
、
業
の
正
体
だ
と
い
っ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
『
成
業
論
』
に
至
っ
て
、

そ
れ
は
阿
頼
耶
識
の
中
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
も
か
く
、

こ
の

ωω
ヨ
宮
古
刀

R
s
r
d
m
Zよ
U
O
仰
向

に
お
い
て
も
、

そ
の
中
日
出
ユ
M
U
B伐
の
意
味
は
、
利
那
滅
の
相
続
に
お
け
る
変
化
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
『
唯
識
三
十
煩
』
の
識
転
変
は
、
こ
の
経
量
部
の
相
続
転
変
差
別
と
、
転
変
と
い
う
語
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

関
係
の
深
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
唯
識
で
は
世
親
以
前
に
す
で
に
『
稔
伽
論
』
、
『
摂
大
衆
論
』
に
お
い
て
、
種
子
の
規
定
が
綿
密
に
考
え
ら
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば

(

幻

〉

(

お

)

て
、
因
(
種
子
)
果
(
現
行
)
同
時
と
見
て
い
る
。
こ
の
果
供
有
の
説
は
、
経
量
部
等
を
批
判
す
る
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
相
続
転
変
差
別
が
「
無
間
に
果
を
生
ず

「
果
倶
有
」
と
し

る
功
能
」
を
も
っ
相
続
転
変
で
あ
り
、

そ
こ
で
「
前
利
那
の
種
子
が
次
利
那
の
現
行
を
産
む
こ
と
」
が
考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
唯
識
の
説
く
種
子
と
直
ち
に
同
一

視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
世
親
自
身
、
『
唯
一
誠
一
二
十
頭
出

等
で
一
)
0
2
q
山
g
m
を
用
い
た
の
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
唯
識
の
立
場
か
ら
抱
え
直
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
『
唯
識
三
十
煩
』
の
識
転
変
は
、
あ
く
ま
で
も
識
に
か
か
わ
る
転
変
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
つ
の
相
続
転
変
で
は
あ
り
え
て
も
、
『
供
舎
論
』
に
見
た
特
別
な

相
続
転
変

(
H
種
子
)

で
は
な
い
。

た
と
え
ば
『
唯
識
二
十
論
』
は
、
色
(
視
覚
の
対
象
)
乃
至
触
(
触
覚
の
対
象
)
と
し
て
顕
現
す
る
識
が
、
自
の
種
子
日
特
別
な
転

(μ
〉

と
い
う
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
特
別
な
転
変
を
得
た
も
の
(
刀

R
S
削
ヨ
ω
三
R
g℃
円
山
℃
宮
)
は
、
明
ら
か
に
種
子
で
あ
る

(
た
だ
し
、

変
を
得
た
も
の
か
ら
生
じ
る
、

唯
識
の
立
場
で
あ
れ
ば
、
果
倶
有
の
あ
り
方
に
お
い
て
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
〉
。
ま
た
、
別
処
に
、

元
素

(E口
片
山
)

の
生
起
と
転
変
、

及
び
識
の
そ
の
こ
と
が
説

か
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
転
変
は
、
正
し
く
限
に
見
え
る
位
界
の
運
動
や
変
化
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
地
獄
で
は
、
獄
卒
が
い
て
、
手
を
伸
ば
す
な
ど
様
々

に
作
用
す
る
。
そ
こ
で
そ
の
作
用
は
転
変
に
他
な
ら
な
い
が
、

そ
れ
は
実
在
の
元
素
の
転
変
で
な
く
、
識
の
転
変
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
、

と
さ
れ
る
。

さ
ら
に
次
の
表

現
が
あ
る
。

実
に
、
地
獄
の
人
々
に
は
、
業
に
よ
り
そ
こ
で
そ
の
よ
う
な
元
素
の
生
起
と
転
変
が
分
別
さ
れ
る
、
そ
の
業
の
習
気
は
、
彼
ら
の
識
の
相
続
に
依
附
す
る
の
で
あ
り
、

(
お
)

別
の
と
こ
ろ
に
で
は
な
い
。
習
気
が
あ
る
そ
こ
に
こ
そ
、
そ
の
果
で
あ
る
そ
の
よ
う
な
識
転
変
が
あ
る
と
、
ど
う
し
て
許
さ
れ
な
い
の
か
。



こ
こ
に
は
、
識
転
変
は
業
の
習
気
の
果
で
あ
る
こ
と
が
は
う
き
り
い
わ
れ
て
い
る
。
故
に
識
絃
変
は
、
特
別
な
相
続
転
変
(
相
続
転
変
差
別
日
稜
子
〉
よ
り
は
、
む
し

ろ
そ
の
種
子
が
現
行
し
た
、
結
果
の
世
界
の
こ
と
で
あ
る
。

る
。
『
唯
識
さ
一
十
煩
』
の
識
転
変
は
、

そ
う
す
る
と
、
唯
識
的
な
世
界
観
の
中
に
あ
っ
て
、
転
変
そ
の
も
の
に
は
、
種
子
と
し
て
の
転
変
差
別
と
、
現
行
し
た
識
の
位
界
の
転
変
の
二
種
が
あ
る
こ
と
に
な

い
う
ま
で
も
な
く
後
者
の
転
変
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
相
続
転
変
差
別
に
直
結
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
現
象
界
の
変
化
(
離
の
相
続
)

を
利
那
滅
に
お
け
る
転
変
と
見
る
思
想
を
、
唯
だ
識
の
み
の
立
場
か
ら
捉
え
直
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
果
と
し
て
の
識
転
変
は
、
習
気
H
桂
子
と
し
て
の
相
続
転
変
差
別
に
拠
る
の
で
あ
り
、

〈
日
吉
山
口
山
℃
mwぺ]同一】山吉川戸は

g
g
g
z℃
22EHMmMぐ円
bgm凶

と
無
関

係
で
は
あ
り
え
な
い
。
『
安
慧
釈
』
は
、
「
そ
の
転
変
は

る
一
と
の
句
に
対
す
る
注
釈
に
、

そ
こ
に
お
い
て
、
我
等
の
仮
説
と
法
の
仮
設
と
が
な
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
そ
の

(
識
転
変
)

は
、
さ
ら
に
因
の
あ
り
方
と
し
て
と
果
の
あ
り
方
と
し
て
と
が
認
め
ら
れ

る
。
そ
の
中
、
因
転
変

(
Z
Z
Eュ
包
ヨ
ω)
は
、
阿
頼
耶
識
に
お
い
て
、
異
熟
と
等
流
の
習
気
が
増
長
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
果
転
変
(
℃

g
u
B立
包
5mw)
t土

前
の
業
の
引
く
ハ
カ
)
が
完
全
に
満
足
さ
れ
た
と
、
き
、
兵
熟
の
習
気
の
生
起
を
得
て
、
阿
頼
耶
識
が
別
の
衆
同
分
に
お
い
て
生
じ
る
こ
と
と
、
等
流
習
気
の
生
起
を
得

(
%
)
 

て
、
阿
頼
耶
識
か
ら
、
転
識
と
染
汚
意
と
が
生
じ
る
こ
と
で
あ
る
。

と
い
っ
て
い
る
。
要
は
悶
転
変
は
名
一
一
一
一
口
種
子
と
業
種
子
、
果
転
変
は
八
識
の
現
行
の
世
界
の
こ
と
で
あ
る
。
安
時
一
品
は
、
仮
設
の
所
依
と
し
て
の
識
転
変
に
こ
の
二
つ
を
あ

げ
る
。
確
か
に
果
転
変
は
因
転
変
な
し
に
あ
り
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
仮
設
の
所
依
と
な
る
べ
き
も
の
が
、
本
来
、
現
行
し
た
識
の
世
界
の
転
変
で
あ
る
べ
き
だ
と
し
て

も
、
そ
れ
自
身
、
因
転
変
に
基
づ
く
故
に
、
仮
設
は
果
転
変
・
因
転
変
の
両
者
に
依
拠
す
る
と
は
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
言
語
表
現
に
も
他
な
ら
な
い
仮
設
が
、

直
接
、
潜
在
的
な
因
転
変
に
依
拠
す
る
と
は
思
え
な
い
。
や
は
り
直
接
的
に
は
果
転
変
に
基
づ
く
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
時
、
世
親
が
仮
設
の
所
伎
と
し
て
考
え
た

i
B
u
g℃
R
S山
吉
川
戸
は
、
あ
く
ま
で
も
果
転
変
の

で
あ
っ
て
、

g
ヨ
zt句
史

srdm戸〈
F
0
2
と
し
て
の
因
転
変
を

念
頭
に
お
い
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
安
謎
一
応
釈
』
に
対
す
る
調
伏
天
の
注
釈
(
複
注
)

は
、
「
識
の
所
取
分
」
(
門

g
g
M
)常
常
ω
也
知
乞

-
m
N
C
D
Eま
の
ymwu

ぐ
と
コ
山
口
山
間
門
仰
げ
可
制
召
む
)

は
、
種
々
の
仮
設
が
識
転
変
に
お
い
て
な
さ
れ
る
と
い
う
の

(
幻
)

に
お
い
て
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
仮
設
の
所
依
と
し

て
の
識
転
変
が
、
識
が
現
行
し
た
現
場
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
当
然
の
こ
と
な
が
ら
確
認
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
れ
応
対
し
、
『
成
唯
識
論
』
は
、
仮
設
の
所
依
と
し
て
の
識
転
変
が
、
安
慧
の
い
う
果
転
変
の
み
と
見
る
べ
き
こ
と
を
は
っ
き
り
打
ち
出
し
て
い
る
。

も
つ

哲
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-
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仮
設
(
空
と
か
毛
色
)
と
識
転
変
(
〈

C
P
E
3
R
S
E
E
)
に
つ
い
て

四

の
語
を
「
彼
依
識
所
変
、
此
能
変
唯
一
一
ご
と
い
う
よ
う
に
、
所
変
と
能
変
に
区
別
し
て
訳
す
だ
け
で
な
く
、
転
変
を
常
に

利
那
滅
の
相
続
の
中
の
変
異
性
と
は
解
さ
な
い
な
ど
、
論
独
得
の
転
変
理
解
を
見
せ
て
い
る
。

(
お
〉

『
成
唯
識
論
』
は
、
そ
の
所
変
・
能
変
の
変
に
つ
い
て
、
「
変
諮
識
体
転
似
二
分
」
と
説
明
す
る
。
ま
た
第

と
も
、
『
成
唯
識
論
』
は
、
同
じ

3
1包
自
白

七
頭
原
文
に
、
「
識
一
転
変
は
分
別

(
i
Eザ
と
で
あ
る
」

〈
羽
)

と
あ
る
の
に
対
し
、
『
成
唯
識
論
』
は
、
「
是
諸
識
者
、
謂
前
所
説
一
一
一
能
変
識
、
及
彼
心
所
。
皆
能
変
似
見
相
二
分
、
立
転
変
名
」
と
い
っ
て
い
る
。
『
述
記
』
は
、

の

転
変
に
対
す
る
安
慧
と
護
法
の
解
釈
を
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
。

安
慧
の
解
し
て
一
五
く
、
何
ん
が
転
変
と
名
づ
く
。
調
く
是
の

の
自
体
は
、
皆
な
転
変
し
て
見
相
二
分
に
似
た
り
。
識
自
体
分
、
名
づ
け
て
転
変
と
為
す
。
転
変

と
一
五
う
は
、
変
現
の
義
な
り
。
即
ち
識
の
自
体
の
現
じ
て
二
の
相
に
似
た
り
。
実
に
二
相
に
非
ず
。
其
の
実
の
二
相
は
、
即
ち
所
執
な
る
が
故
に
。
即
ち
一
通
計
所
執

は
、
依
他
の
有
に
似
た
り
、
理
実
に
無
也
。
或
は
転
変
と
い
う
は
走
れ
変
異
の
義
な
り
。
謂
く
、
一
つ
の
識
体
変
異
し
て
見
相
二
分
の
用
と
為
っ
て
起
る
を
以
っ
て
也
。

護
法
菩
薩
は
解
し
て
一
五
く
、

又
た
転
変
と
い
う
は
、
走
れ
改
転
の
義
な
り
。
謂
く
一
の
識
休
改
転
し
て
二
の
相
と
為
っ
て
起
て
自
体
に
異
る
を
以
つ
て
な
り
。
即
ち

見
は
能
取
の
用
有
り
、
相
は
質
阪
の
用
有
る
が
等
き
な
り
。
識
の
r

目
体
の
転
じ
て
能
取
及
び
有
礁
を
起
す
に
由
る
が
故
に
。
或
は
変
と
い
う
は
走
れ
現
の
義
な
り
。
初

(
初
)

巻
に
解
す
る
が
如
し
。
今
は
自
体
を
能
転
変
と
と
る
。

こ
こ
に
は
、
相
・
見
二
分
を
ど
う
見
る
か
に
差
は
あ
る
も
の
の
、
変
現
・
変
異
・
改
転
・
変
即
現
い
ず
れ
も
自
体
分
が
さ
ら
に
相
見
二
分
を
産
む
こ
と
の
中
に
転
変
と

い
う
こ
と
が
あ
る
の
だ
と
い
う
理
解
が
あ
る
。
特
に
護
法
に
あ
っ
て
は
、
す
で
に
あ
る
自
体
分
が
転
じ
て
二
分
に
な
る
(
時
間
を
要
す
る
の
で
は
な
い
)
こ
と
が
転
変
な

の
で
あ
り

(
安
慧
も
似
て
い
る
が
〉

確
か
に
種
子
か
ら
相
・
見
二
分
の
識
が
生
じ
る
こ
と
が
転
変
な
の
で
は
な
い
。

」
こ
に
は
、

利
那
滅
の
相
続
の
中
の
変
化
を
転
変

と
見
る
理
解
と
は
お
よ
そ
異
る
転
変
理
解
が
あ
る
。

し
か
し
司
成
唯
識
論
』
は
、
第

人
間
以
原
文
に
、

種
子
が
転
変
す
る
の
意
を
説
く
そ
の
転
変
に
対
し
て
は
、
「
此
の
識
の
中
の
程
い
い
、

余
の
縁
に
助
け
ら
る
る
が
故

に
、
即
使
ち
是
の
如
く
是
の
如
く
転
変
す
。

(
幻
)

と
一
一
一
一
口
え
り
」
と
い
う
。

沼ヨ
d

、、、

ニ
コ
ロ
〈

生
の
位
従
り
転
じ
て
熟
の
時
に
至
る
。
変

J

ぜ
ら
る
る
種
い
い
多
な
り
と
い
う
こ
と
を
顕
さ
ん
と
し
て
、
重
ね
て
如
是

」
の
転
変
は
、
あ
の

「
無
間
に
果
を
生
じ
る
功
能
」
を
持
つ
に
至
る
よ
う
な
転
変
と
等
し
い
。
『
述
記
』
も
、
尋
問
く
、

先
に
未
だ
熟
さ
ざ
る
を
ば

生
と
名
づ
く
。

比
従
り
転
変
し
て
熟
時
に
歪
る
。

せ

(

泣

)

名
づ
け
て
転
変
と
為
り
。
:
:
:
」
と
い
っ
て
い
る
。

索
引
の
位
に
在
る
が
如
し
。

生
起
因
の
中
に

り
て
、

愛
の
水
の
為
に
潤
さ
れ
て
、

転
易
し
て
変
熟
す
る
の
相
有
る

ぶ
、
喝
行
H

「
h
qノ
、

ふ

μ
'力
H
P
ノー、，
f

/

h
ト
ノ

」
の
よ
う
に
、
司
成
唯
識
論
』
は
、
問
、
じ
忘
門
広
即
日
出

に
つ
い
て
も
、
前
市
一
・
涜
市
一
七
演
。
そ
ftf



は
、
改
転
(
又
は
変
即
現
)
と
解
し
、
第
一
八
頚
の
そ
れ
に
は
、
転
易
変
熟
と
解
す
。
こ
の
こ
と
は
、

体
、
ど
う
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
こ
の
解
釈
及
至
翻
訳
に
よ
れ
ば
、
少
く
と
も
仮
設
の
所
依
が
何
か
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
効
果
が
あ
っ
た
と
い
い
う
る
。

の
転
変
解
釈
の
前
提
に
、
図
の
転
変
と
果
の
転
変
を
考
え
る
。
『
安
説
一
応
釈
』
と
同
様
で
あ
る
が
、
訳
語
と
し
て
、

た
と
え
ば
『
成
唯
識
論
』
は
、
第
一
一
線

因
能
変
と
果
能
変
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
因
能
変
は
、

「

第

八

識

の

中

の

等

流

と

異

熟

と

の

ニ

因

の

習

気

」

を

い

う

の

で

あ

り

、

八

識

の

生

じ

る

こ

と

有

っ

て

種

々

の

相

を

現

〈
幻
)

ず
る
」
を
い
う
。
そ
し
て
さ
ら
に
こ
の
果
の
能
変
に
対
し
て
は
所
変
が
あ
る
。
そ
れ
は
自
証
分
(
自
体
分
)
に
よ
っ
て
お
こ
さ
れ
た
相
分
l

見
分
の
二
分
を
意
味
す
る
と
さ

れ
る
(
護
法
の
場
合
)
。
し
た
が
っ
て
、
『
成
唯
識
論
』
第
一
一
鎮
の
「
彼
依
識
所
変
」
は
、
種
々
の
我
・
法
の
仮
設
が
、
識
の
相
分
・
見
分
と
い
う
ニ
分
を
拠
り
ど
こ
ろ
と

し
て
行
わ
れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
さ
せ
た
訳
し
方
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
此
能
変
唯
三
」
と
、
そ
の
所
変
に
対
す
る
比
の
能
変
は
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
能

(
災
)

変
に
因
能
変
と
果
能
変
と
の
二
つ
あ
る
中
、
図
能
変
で
は
な
い
果
能
変
(
自
体
分
)
こ
そ
を
指
示
し
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

果
能
変
は
、
「
前
の
二
種
の
習
気
の
力
の
放
に
、

つ
ま
り
『
成
唯
識
論
』
は
、
仮
設
の
所
依
と
し
て
の
識
転
変
を
、
識
所
変
と
比
能
変
と
に
訳
し
分
け
つ
つ
、

の
い
う
因
転
変
(
護
法
の
因
能
変
)

は
こ
こ
に
は
ひ

と
ま
ず
主
題
と
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
'
を
分
明
に
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
護
法
に
よ
れ
ば
、
第

強
の

〈]〕ロ山口
m
也
記
石
山
吉
川
同
の
同
)
何
回
円
石
川
山
門
出
向

十
h

g
ヨ門出門…日)日目。悶
gmwibσ
包
と
は
異
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

と
は
い
え
、

ω
。ヨ

g
z古
川
弓
石
山
吉
川
戸

i
p
o
g
は、

8
2
E立一
)
2
3
ω
吉
川
凶
の
特
別
な
も
の
で
あ
り
、
他
の

g
ヨ
z
t
}
)
R
S
u
g
m
H
の
中
に
は
三
百
悶
ロ
与
ω
三回一戸山
E
mぺ
が
含

ま
れ
う
る
か
ら
、
そ
の
三
〕
コ
山
門
戸
川
壱
山
門
石
川
百
戸
の

3
2
0叫

B
m戸
を

ω
口
三
円
ケ
同
庁
〈
山
で
解
し
て
き
し
っ
か
え
な
い
は
ず
だ
し
、

あ
え
て
改
転
の
義
と
理
解
す
べ
き
な
の
か

疑
問
で
あ
る
。
護
法
は
改
転
の
義
と
解
し
た
と
つ
地
記
』
が
伝
え
る
以
上
、

そ
う
い
う
解
釈
が
イ
ン
ド
に
あ
り
え
な
か
っ
た
と
も
思
え
ず
、
そ
う
で
あ
れ
ば
世
親
も
そ
の

説
だ
っ
た
可
能
性
を
ま
っ
た
く
否
定
し
き
る
こ
と
は
難
か
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
特
に
第

七
一
娘
に
、

一i

識
転
変
は
分
別
で
あ
る
ー
一
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
転
変
の
理
解
と

し
て
時
間
的
変
化
を
排
除
す
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
五
識
や
意
識
な
ど
間
断
あ
る
識
に
は
、
相
続
を
前
提
と
し
た
転
変
は
用
い
、
が
た
い
と
い

う
考
え
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
元
来
は
、
三
吉

5
3立
片
品
目
印
は
元
素
の
変
化
に
匹
敵
す
る
現
象
世
界
の
変
化
を
い
う
も
の
で
あ
っ
た
と
解
す
る
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
か
ら
、
改
転
の
義
で
捉
え
る
の
で
は
あ
ま
り
に
時
間
的
経
緯
の
意
義
を
無
視
し
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
安
惑
の
い
う
「
果
が
、
図
の
利
那
の
滅
と
同
時
に
、
因
の
利
那
と
異
る
柏
の
自
体
を
得
る
ー
一
こ
と
が
転
変
で
あ
る
と
の
定
義
に
お
い
て
、
同
時
の
と
は
い

え
あ
く
ま
で
も
因
の
滅
と
同
時
の
異
る
果
で
あ
っ
て
、
滅
す
る
因
と
果
と
の
間
に
、
種
子
1

現
行
の
同
時
的
な
因
果
(
果
倶
有
)
を
読
む
こ
と
は
や
は
り
で
き
な
い
。
し

哲
学
・
思
想
論
集
第
十
四
号
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仮
設
な
円
と
ひ
さ
三
〉
と
識
転
変
(
〈
に
ひ
山
口
知
日
)
μ
1
0
m
口
出
)
に
つ
い
て

回
目

た
が
っ
て
こ
こ
の
因
と
果
と
は
、
あ
る
利
那
と
そ
の
次
の
利
那
と
の
関
係
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

く
、
無
始
時
来
、

と
し、

オつ
ん
と
ぞ

図ー
滅類
す相
れ統
ばし
果て
法相F

J二円3

ずに
る l'Mj
を断
もす
っる
てこ
、と

常が
盆E

ーい
に の
~l:: ~こ
る 対
がし
故(、

P長
と

と、し、
し、二

A つ

五円
り 否問

五月

く

比千
0) 了

口議 庄
は
Amー ロヱ召

芯 j実

習笠
侍史
よ 日間

』需

品は
たか阿

頼
耳目
識
が
断
で
も
な
く
吊

で
も
な

念
々
に
生
滅
し
て
前
後
変
異
す

す
。
果
の
生
ず
る
が
故
に
断
に
非
ず
。
図
滅
す
る
が
故
に
常
に
非
ず
。
断
に
も
非
ず
、

利
那
利
那
に
果
生
ず
れ
ば
因
滅

(
お
)

常
に
も
非
ず
と
い
え
る
こ
と
、
是
れ
縁
起
の
理
な
り
」
と
い
っ
た
り
す
る
場
合
の

の
識
性
は
無
始
の
時
よ
り
来
た
、

因
・
果
の
用
法
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
な
る
一
ほ
ど
前
利
那
と
後
利
那
と
は
呉
時
で
あ
る
が
、
し
か
も
「
前
の
因
が
滅
す
る
位
に
後
の
果
も
即
ち
生
ず
る
こ
と
、

は

か

り

は

し

う

な

だ

(

幻

)

称
の
両
の
頭
の
、
低
り
昇
る
時
等
し
き
が
如
し
」
な
の
で
あ
っ
て
、
因
滅
と
果
生
は
同
時

(
8
5
ω
E
U
E
)
な
の
で
あ
る
。

こ
の
因
果
不
断
の
解
釈
に
関
し
、

『
了
義
灯
』
は
、
一
ニ
解
を
あ
げ
て
い
る
。

①
等
無
関
の
前
の
因
果
滅
す
る
と
き
、
後
念
の
識
の
因
果
が
生
ず
る
に
約
す
と
い
う
。

②
程
子
の
前
種
が
滅
す
る
位
に
、
後
種
の
果
が
正
し
く
生
ず
る
に
約
す
と
い
う
。

①
前
念
の
現
種
の
因
果
が
滅
す
る
位
に
、
後
念
の
現
種
の
悶
果
が
生
ず
る
に
約
す
と
い
う
。
諾
の
程
子
は
、
第
八
識
と
供
に
生
滅
す
る
を
以
つ
て
の
故
に
。
秤
の
両
頭

ハ叩ぢ

の
如
し
。
影
略
し
て
説
く
を
以
っ
て
、
前
に
は
供
だ
因
滅
の
み
を
い
い
、
後
に
は
但
だ
果
の
生
ず
る
を
挙
ぐ
と
い
う
。

『
了
義
灯
』
は
第
三
解
を
正
解
と
し
て
お
り
、

「
前
因
減
位
、
後
果
即
生
」
の
悶
と
果
と
は
、
実
は
と
も
に
種
子
l

現
行
(
向
時
倶
有
)

の
総
体
と
解
す
べ
き
も
の
と

L
て
い
る
。

安
慧
の
転
変
に
関
す
る
因
滅
・
果
生
も
こ
れ
に

て
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
少
く
と
も
、
そ
の
悶
・
果
の
関
係
は
、
種
子
と
現
行
の
関
係
で
は
な
い
。
図
の

利
那
に
、
図
転
変
(
穂
子
)

く
果
転
変

(
現
行
)
が
あ
り
、
そ
の
滅
と
同
時
の
果
に
も
悶
転
変
に
基
づ
く
果
転
変
が
あ
る
。
そ
の
料
那
波
の
相
続
の
中
、
因
に
も

果
に
も
変
異
性
が
あ
る
、

し
か
し
て
仮
設
の
所
依
と
し
て
の
識
転
変
は
、
直
接
的
に
は
、
あ
く
ま
で
も
果
転
変
の
世
界
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

識
転
変
と
分
別
及
び
三
性

識
転
変
は
、
変
化
の
う
ち
に
相
続
し
来
た
っ
た
訟
の
世
界
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
一
方
で
分
別
(
三

E
一
宮
)
と
い
わ
れ
て
い
る
(
第
一
七
煩
)
。
そ
の
分
別
と

は
、
ど
の
よ
う
な
事
態
を
意
味
す
る
の
か
考
察
し
て
み
よ
う
。



角川、、

チ
~
1
V 『

唯
識
三
十
頭
』
第
一
七
頚
に
対
し
、
『
安
桂
一
応
釈
』
は
、
「
λ

午
、
我
・
法
の
仮
設
は
識
転
変
に
お
い
て
こ
そ
で
あ
り
、
我
・
法
が
識
転
変
と
は
別
に
存
在
す
る
わ
け
で
は

〈

刊

日

)

と
い
う
主
張
を
確
立
す
る
た
め
に
説
い
た
」
と
説
明
す
る
。
故
に
、
種
々
の
我
・
法
に
か
か
わ
る
言
語
表
現
に
対
応
す
る
実
体
が
な
く
と
も
、
識
転
変
と
い
う
世

界
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
我
・
法
の
仮
設
が
あ
り
う
る
こ
と
を
証
明
す
る
の
が
第
一
七
頚
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
識
の
み
に
お
い
て
そ
こ
に
世
界
が
現
じ
う
る
の
で
あ

り
、
か
つ
実
体
的
存
在
は
あ
り
え
な
い
こ
と
を
論
-託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
第
一
七
頚
で
あ
る
。
そ
の
第
一
七
頒
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

も
の こ
での
あ(合議
る想 11去
。変

t士、

分
男IJ

r-、
<. 

フア
ω 
℃ 
~ 

¥ーノ

で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
分
別
さ
れ
た

(
i
E
f
ヨ-R)
も
の
は
存
在
し
な
い
。
そ
れ
故
、

」
の
一
切
は
、

唯
だ
識
の
み
の

ま
ず
、
識
転
変
は
分
別
で
あ
る
と
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
少
く
と
も
〈

C
2
2
3
1
q仰ヨ
ω
に
、
潜
在
的
な
種
子
の
よ
う
な
も
の
は
直
接
的
に
は

含
め
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
分
別
と
い
う
事
態
が
、
仮
設
の
所
依
に
他
な
ら
な
い
道
理
で
あ
る
。

」
の
分
別
に
つ
い
て
、
『
安
慧
釈
』
は
、

「
虚
妄
に
映
し
出
さ
れ
た
(
包
一
4
月
0
1
g
)
義

(
R岳
山
)

の
行
相
(
山
r
u
g
)
を
も
っ
三
界
の
心
・
心
所
が
分
別
と
い
わ
れ

〈
引
)

で
あ
る
ー
一
の
句
を
教
一
誌
に
'
め
げ
て
い
る
。

識
転
変
は
、
『
唯
識
一
ニ
十

る
」
と
し
、

さ
ら
に
『
弁
中
辺
論
』
の
「
一
ニ
界
の
心
・
心
所
は
虚
妄
分
別
(
与
一
戸
口

Z
B
Z一S
一
宮
)

頚
』
の
整
理
の
仕
方
で
は
三
種
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
入
識
に
変
り
な
く
、
識
は
必
ず
何
ら
か
の
心
所
と
相
応
倶
起
す
る
。
し
た
が
っ
て
識
転
変
H
八
識
H
三
界
の
心
・

心
所
と
お
さ
え
る
こ
と
は
何
等
問
題
な
く
、

そ
の
総
体
が
虚
妄
分
別
と
い
わ
れ
る
そ
の
意
味
が
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
仮
設
の
所
依
と
な
る
の
で
あ
ろ
う

か
安
惑
は
、
分
別
に
対
し
、
「
虚
妄
に
映
し
出
さ
れ
た
義
の
行
相
」
を
も
っ
と
い
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
そ
の
三
界
の
心
・
心
所
な
る
虚
妄
分
別
に
対
し
、
「
相
応
を
有
す
る

別
さ
れ
る
が
、

(
心
所
を
伴
う
と
い
う
こ
と
)
阿
頼
耶
識
と
染
汚
皆
川
と
転
識
を
自
性
と
す
る
コ
一
種
の
分
別
に
よ
っ
て
器
と
、
我
と
、
趨
・
処
・
界
と
、

(
位
)

そ
の
識
転
変
は
分
別
と
い
わ
れ
る
。
非
有
の
所
縁
の
故
で
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。

色
・
声
等
の
事

(
〈

ωω
吉
〉
が
分

そ
れ
は
、
存
在
し
な
い
。
こ
の
故
に
、

し
た
が
っ
て
、
各
識
に
お

い
て
、
存
在
す
る
こ
と
の
な
い
対
象
、
が
分
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、

分
別
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
存
在
し
な
い

(
S
2
5、
非
有

(gえ
)
と
い
う
の
は
、
そ
れ
が
自

体
あ
る
も
の
と
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
分
別
の
現
場
に
、
器
や
、
色
・
声
等
が
現
じ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
外
界
の
実
体

等
を
認
識
す
る
の
で
は
な
く
、
実
体
と
し
て
は
存
在
し
な
い
も
の
を
認
識
す
る
が
故
に
、
そ
の
事
態
を
表
わ
す
語
が

i
r
m一
七
戸
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
ち
『

u
g℃
R
-
E
f
m

な
の
だ
と
さ
れ
る
。

哲
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四
五



仮

設

な

g-zZ)
と
識
転
変
(
〈
一
』

E
S
E
-ロ
ω
吉
山
)
に
つ
い
て

四
六

『
安
慧
釈
』
は
、
=
一
界
の
心
・
心
所
の
認
識
対
象
が
何
故
、
実
体
的
有
で
な
い
か
に
つ
い
て
、
幻
を
認
識
す
る
こ
と
な
ど
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
識
は
必
ず
実
体
的
有
に

基
づ
い
て
生
じ
る
と
は
い
え
な
い
こ
と
、
も
し
突
の
対
象
が
あ
っ
て
そ
れ
に
対
し
認
識
が
お
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
諸
の
人
々
の
間
で
一
つ
の
対
象
に
相
互
に
矛
盾
す
る
多

し
か
し
て
分
別
の
所
縁

(
i
r巴
忘
弔
問

E
s
gロ
mwg)

(
幻
)

故
に

(
m
U
F
可
制
円
。
匂
片
山
門
口
志
円
〈
山
門
)
非
有
で
あ
る
と
了
解
さ
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。

の
認
識
が
あ
る
こ
と
は
合
理
で
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
あ
げ
、

トま

虚
妄
に
映
し
出
さ
れ
た
性
質
の
も
の
の

こ
の
よ
う
に
、
各
識
が
実
体
と
し
て
は
存
在
し
な
い
対
象
を
現
じ
て
い
る
(
認
識
し
て
い
る
)
こ
と
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
が
仮
設
の
所
依
と
な
る
。
す
な
わ
ち
仮

設
は
実
体
的
有
に
対
し
て
な
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
こ
こ
に

一
切
唯
識
が
論
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、

識
転
変
が
分
別
だ
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
各
識
の
内
に
対
象
面
が
現
じ
か
っ
認
識
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
実
体
で
は
な
い
、

そ
う
い
う
非
有
の
対

象
を
認
識
し
て
い
る
世
界
こ
そ
が
、
仮
設
の
所
依
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の

は
明
瞭
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
さ
ら
に
問
題
と
な
る
の
は
、

分
別
さ
れ
た
も
の
が
各
識
の
相
分
だ
と
し
た
と
き
、

そ
れ
は
三
性
説
の
中
で
、

遍
計
一
肋
執
性
か
、
依
他
起
性
か、

と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
問
題
の
検
討
の
た
め
に
も
、
そ
の
前
に
、
『
成
唯
識
論
』
の
第

一
七
日
以
の
理
解
を
見
て
お
こ
う
。
『
成
唯
識
論
』
は
、

こ
の
第
一
七
日
以
を
、

是
諸
識
転
変

¥
〕
パ
リ
戸町』
¥
1
.Hリ

ノ7
自
主
乃
/
タ
n
b

担
比
一
反
者
同
町
山

i

i

j
」

1
1

故
一
切
唯
識

ハ
川
叫
)

(
是
の
諸
識
は
、
転
変
し
て
分
別
た
り
、
・
所
分
別
た
り
。
此
れ
に
由

っ
て
、
彼
れ
は
皆
な
無
し
。
故
に
一
切
は
唯
識
の
み
な
り
。
)

と
訳
し
て
い

る
。
こ
の
解
釈
に
、
少
く
と
も
三
つ
の
立
場
が
あ
る
と
伝
え
る
が
、

〈日〉

そ
の
中
、

難
陀
等
と
護
法
と
を
対
照
さ
せ
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

t
:
rz 

制
州
肘
川
ダ
寸

護
法

分
別

日一
一一
界
心
心
所

(相

・
見
二
分
を
含
む
)

見

所
分
別
日
所
執
の
境

(
実
の
我
法
)

本自
分

中
L
U

S
H
H
H
r
 

H
仮
の
我
法

(
識
の
変
現
)

正
理
(
一
切
は
相
見
二
分
を
離
れ
ず
と
い
う
こ
と
)

彼

日
実
我
・
実
法

実
我

・
実
法



難
陀
等
の
立
場
で
は
、

〈

日

刊

)

い
わ
ゆ
る
相
分
は
分
別
の
語
の
中
に
あ
っ
て
依
他
起
で
あ
り
、
分
別
さ
れ
た
も
の
は
、
特
に
実
我
・
実
法
と
執
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
護
法
の

立
場
で
は
、
分
別
に
見
分
、
分
別
さ
れ
た
も
の
に
相
分
を
見
る
。
こ
の
二
つ
の
立
場
は
、

語
句
の
解
釈
が
異
っ
て
い
る
が
、

突
は
い
ず
れ
も
三
界
の
心
・
心
所
に
は
故
他

起
性
の
相
分
が
含
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
識
の
世
界
に
対
し
、
実
我
・
実
法
が
執
さ
れ
る
と
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
『
成
唯
識
論
』
の
伝
え
る
安
惑
は
、

本自

-
見
二
分
を
す
で
に
一
過
計
所
執
性
と
見
て
、
そ
の
遍
計
一
肋
執
性
の
相
・
見
二
分
の
上
に
、
さ
ら
に
実
我
・
実
法
が
仮
設
さ
れ
る
と
の
説
で
あ
っ
た
。

焚
文
の
『
安
慧
釈
』
は
、
分
別
さ
れ
た
も
の
に

器
、
我
、
議
・
処
・
界
、

色
・
芦
等
を
見
て
い
る
の
で
、
そ
れ
は
阿
旗
耶
識
・
末
那
識
・
意
識
・
前
五
識
の
相
分

(
識
内
の
対
象
)

に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
す
る
分
別
は
見
分
が
予
想
さ
れ
る
が
、
事
実
上
は
相
分
も
含
む
識
の
総
体
で
あ
ろ
う
。
漢
訳
の
此
に
あ
た
る
も

の
を
焚
文
『
安
慧
釈
』
の
中
で
ど
う
見
る
べ
き
か
明
瞭
で
は
な
い
が
、

「
所
分
別
は
分
別
の
中
に
あ
る
も
の
で
実
我
・
実
法
で
は
な
い
こ
と
」
と
見
た
い
。
否
定
さ
れ
る

彼
は
、
そ
の
所
分
別
が
さ
ら
に
実
体
祝
さ
れ
た
も
の

(
い
わ
ゆ
る
実
我
・
実
法
)
と
な
ろ
う
。
と
す
る
と
、
難
陀
の
立
場
と
ほ
ぼ
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
成
唯
識
論
』
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
第
一
七
頚
の
解
釈
は
、
識
の
立
分
説
に
対
す
る
立
場
と
も
か
ら
ん
で
、

い
く
つ
か
あ
り
う
る
、

そ
れ
に

し
て
も
、
『
成
唯
識
論
』
の
伝
え
る
安
慈
以
外
で
は
、

識
の
相
分
に
あ
た
る
も
の
は
直
ち
に
無
い
と
否
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

そ
う
い
う
非
有
の
所
縁
(
伎
の
我
法
)
を
含
む
分
別
の
上
に
、
実
の
我
・
法
が
仮
設
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
護
法
は
も
ち

そ
れ
が
自
体
あ
る
も
の
と
し
て
考
え
ら

れ
た
も
の
が
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

ろ
ん
、
難
陀
も
相
分
は
依
他
起
性
と
見
る
の
で
あ
り
、
究
文
『
安
慧
釈
』
の
立
場
が
こ
れ
に
準
ず
る
の
な
ら
、

や
は
り
そ
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
考
え
方
が
、
『
唯
識
一
ニ
十
頚
』
の
中
で
妥
当
か
ど
う
か
、

さ
ら
に
そ
の
一
一
一
性
説
と
照
ら
し
て
考
え
て
み
た
い
。

顔
は
、
縁
生
の
分
別
(
〈
彦
一
宮

σ
B
qミ
o
ι
g
m〈
与
)
は
依
他
起
一
性
で
あ
る
と
規
定
十
一
列
。
こ
の

i
E
B
は
、
吋
安
慧
釈
』
に
よ
れ
ば
、

(
吋
〉

辺
論
…
』
に
も
い
う
三
界
の
心
・
心
所
と
同
一
視
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
八
識
(
及
び
心
所
)
の
総
体
で
あ
る
。
「
諸
識
所

d

縁
、
唯
識
所
現
」
(
司
解
深
密
経
』
)

第
二

あ
の
『
弁
中

で
占
め
る

と
き
、
す
で
に
そ
の
所
縁
(
相
分
)
は

の
中
に
含
ま
れ
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

一
つ
の
識
に
相
・
見
の
二
の
契
機
の
あ
る
こ
と
は
、

(
相
分
・
見
分
と
分
の
語
は
な
い

に
し
て
も
〉
す
で
に
『
摂
大
乗
論
』
に
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
第
二

O
頚
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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佼
設
(
宮
山
志
向
室
町
)
と
識
転
変
令
官
宮
岳
山
門
主
勧
告
と
に
つ
い
て

四
A 

ど
ん
な
分
別
に
よ
っ
て
ど
ん
な
事
が
分
別
さ
れ
て
も
、
そ
れ
は
す
べ
て
、
遍
計
所
執
性
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
存
在
し
な
川
。

こ
こ
に
は
、
分
別
さ
れ
た
も
の
は
遍
計
所
執
性
だ
と
の
主
張
が
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
あ
た
か
も
、

i
s
f
m凶

H
分
別
H
依
他
起
性

三
百
目
立
g

H
所
分
別
H
一
遍
計
一
所
執
性

の
関
係
が
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
第
一
七
頒
に
対
し
て
は
、

八
識
の
分
別
に
よ
っ
て
、
器
、
我
、
議
・
処
・
界
、
色
・
声
等
の
事
が
分
別
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。

そ
れ
ら
い
わ
ゆ
る
識
の
相
分
は
、
自
体
有
る
も
の
で
は
な
い
も
の
と
し
て
直
ち
に
遍
計
所
執
性
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、

そ
れ
ら
が
、
さ
ら
に
実
体
的
有
と
見
な

さ
れ
た
も
の
が
、
こ
こ
で
も
無
い
と
し
て
一
否
定
さ
れ
、

か
っ
遍
計
所
執
性
だ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

存
在
し
な
い
こ
と
が
遍
計
所
執
性
で
あ
る
こ
と
の
理
由
な
の
で
あ
る
が
、
『
安
一
意
釈
』
は
、
分
別
の
境
(
三
宮
}
官
三

2
3
)
は
実
在
性
あ
る
も
の
す
巳

5
5
m
g
)
で

は
な
い
と
し
、
故
に
因
縁
に
お
い
て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。
と
い
う
の
も
、

ま
た
そ
の
無
に
お
い
て
、
互
い
に
異
る
非
一
の
分
別
が
見
ら
れ

(
初
)

(
そ
の
分
別
の
と
お
り
に
)
互
い
に
異
る
非
一
の
自
性
を
も
つ
こ
と
は
理
に
合
わ
な
い
」
か
ら
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
似
た
説
明

「
一
つ
の
事
、

る
が
、
そ
の
一
つ
の
事
或
は
そ
の
無
が

は
、
第
一
七
演
に
対
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
我
々
は
そ
こ
で
は
、
分
別
が
外
界
の
対
象
を
認
識
す
る
の
で
は
な
く
、
分
別
の
中
に
あ
る
対
象
を
認
識
し
て
い
る
こ

と
の
説
明
と
う
け
と
め
た
。
そ
の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
識
の
相
分
に
あ
た
る
も
の
は
、
実
在
性
の
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
故
に
、
分
別
さ
れ
た
も
の
と
い
う

(
遍
計
所
執
性
)
と
い
う
性
質
の
も
の
だ
と
説
い
て
い
る
と
解
す
る
の
が
妥
当
か
と

応
は
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
安
懇
は
こ
こ
で
、
そ
れ
を
悶
・
縁
に
よ
ら
な
い
も
の
(
ロ

ω
F
o
g
R
E
E百七
g
t
B門ぜ
8
5
t
y
M〈
ωヨ
)
と
し
て
い
た
。

ら
な
い
と
き
、
同
じ
識
の
一
部
分
は
因
縁
に
よ
り
、

識
の
相
分
が
、

、、

識
自
身
に
他
な

部
分
は
因
縁
に
よ
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
私
に
は
全
く
考
え
に
く
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
実
際
の
と
こ
ろ
、

つ
の
事
(
又
は
無
)

に
対
し
互
い
に
異
る
分
別
が
見
ら
れ
る
の
は
、
同
じ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
前
に
し
て
、
「
私
は
こ
れ
を
何
々
と
見
た
」
と
発
言
さ
れ
て
で
あ

ろ
う
し
、
そ
の
分
別
は
意
識
レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

問
じ
も
の
を
あ
る
人
は
青
と
い
い
、
あ
る
人
は
赤
と
い
っ
た
と
す
る
。
こ
の
と
き
限
識
レ
ベ
ル
が
異
っ
て
い
る

か
ど
う
か
は
検
証
で
き
な
い
。
そ
う
す
る
と
そ
の
分
別
と
は
、
「
内
・
外
乃
至
仏
法
に
い
た
る
ま
で
」
の
分
別
と
し
て
も
、

正
に
そ
う
い
う
意
識
の
分
別
に
限
定
さ
れ
る

と
考
え
ら
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
た
と
え
ば
吋
唯
識
一
一
一
十
頚
』
の
第

煩
の
後
半
に
は
、
「
円
成
実
性
は
、
そ
れ
(
依
他
起
性
)
が
、
前
の

(
遍
計
所
執
性
)
を
、
常
に
離
れ
て
い
る
こ
と



(ωω
仏

仰

門

m
y山
門
内
凶
門
川
間
)

門
別
〉

で
あ
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
『
安
慧
釈
』
は
、
「
そ
の
分
別
に
お
け
る
所
取
・
能
取
の
有
(
寝
息
苦
肉
芯

EEσ
げ
を
と
が
、
遍
計
所
執
さ
れ

た
も
の
」
と
し
、
「
そ
の
分
別
〈
一
一
一
界
の
心
・
心
所
)

ハ
間
以
〉

さ
れ
た
の
が
、
遍
計
所
執
性
で
あ
る
」
と
も
い
っ
て
、
そ
の
遍
計
所
執
性
と
し
て
の
所
取
・
能
取
な
る
も
の
が
、

に
お
い
て
、
現
に
存
在
し
な
い
所
取
・
能
取
な
る
も
の

(
関
門
間

Y
3
m円仰げ
mHrm洋
g
s
m宅
配

3
5
E
m同
自
〉
が
分
別

一
切
時
に

(g叶〈
mrMMEE)
、
全
く
離
れ
て
い
る
乙

と

(ωqmwロ
g
S
F
X忠
則
)
が
円
成
実
性
だ
と
説
明
し
て
い
る
。
も
し
、
識
の
相
分
が
遍
計
所
執
性
だ
と
す
る
と
、
そ
れ
を
離
れ
た
見
分
の
み
の
存
在
と
い
う
も
の
が
一
切

時
に
つ
ま
り
因
伎
に
も
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
あ
り
え
な
い
こ
と
だ
し
、
離
れ
て
い
る
も
の
は
あ
く
ま
で
も
実
体
祝
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
第
二

O
煩
に
ど
ん
な
所
分
別
も
遍
計
所
執
性
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
実
は
一
趨
計
所
執
性
と
し
て
の
所
分
別
は
、
所
取
・
能
取
な
る

も
の
と
し
て
実
体
祝
さ
れ
た
も
の
に
限
定
さ
れ
る
と
見
る
べ
き
と
な
る
。

ま
た
、
三
無
性
説
に
関
し
、
『
唯
識
一
一
一
十
頭
』
は
第
二
四
頒
に
遍
計
所
執
性
に
つ
い
て
相
無
自
性

(
E
r
2
0
8山
口

5
2与

zzg
と
指
摘
す
る
が
、
こ
れ
に
対
し

『
安
慧
釈
』
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

が
な
い
の
で
、

そ
の
相
は
、
共
通
の
も
の

(
C
S
E
r
-
c
q
m〉
の
故
に
。
色
は
変
壊
の
相
で
あ
り
、
受
は
領
納
の
相
で
あ
る
、
等
と
い
う
よ
う
に
。

〈
日
)

の
よ
う
に
、
自
態
に
よ
っ
て
こ
そ
無
自
性
で
あ
る
。

」
の
故
に
、
自
態

(
ω
5
2
3〉

こ
こ
に
は
、
遍
計
所
執
性
は
、
共
相
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
た
も
の
で
、
自
相
を
も
っ

で
は
な
い
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

ω〈凶円。℃
ω
と
し
て
の

urgqm凶日

∞〈山一向付。
ω信
仰
を
欠
い
て
い
る
こ
と
が
、
相
無
自
性
な
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、

逓
計
所
執
性
は
、

す
で
に
何
ら
か
概
念
的
に
把
握
さ
れ
た
も
の
に
限
ら
れ
る
こ
と

に
な
ろ
う
。

こ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
る
と
き
、
党
文
明
日
文
慧
釈
』
に
現
わ
れ
る
安
慧
の
立
場
は
、
依
他
起
性
の
分
別
は
八
識
の
す
べ
て

界
の
心
・
心
所
)
と
す
る
も
、
一
通
計
所

執
性
と
し
て
の
所
分
別
は
、
言
語
な
ど
を
媒
介
と
し
て
実
体
J

保
さ
れ
た
も
の
に
限
る
と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
と
き
、
遍
計
所
執
性
を
産
み
出
す
分

別
(
能
遍
計
)

は
、
限
定
さ
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
し
、
識
の
棺
分
が
直
ち
に
遍
計
所
執
性
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

お
そ
ら
く
、
『
成
唯
識
論
』
の
伝
え
る
難
陀
の
立
場
に

近
い
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

す
べ
て
そ
う
い
っ
た
ま
で
と
思
え
な
く
も
な
い
。

で
は
、
世
親
そ
の
も
の
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
我
々
が
遍
計
所
執
性
と
訳
す
宮

2
5一1
Z
ω
g寸『叫〈
ω
は
、
単
に
分
別
さ
れ
た
も
の
の
意
で
あ
っ
て
、
識
の
相
分
を
た
だ

(
日
)

し
か
し
世
親
は
す
で
に
無
著
を
経
過
し
て
い
た
し
、
『
稔
伽
論
』
と
も
親
し
い
し
、
単
純
に
識
の
相
分
を
宮
江
}
内
乱
立

g'

哲
学
・
思
想
論
集
第
十
四
号

四
九



仮
設
(
雪
山
吉
与
三
)
と
識
転
変
令
官
官
P
3
1
0似
2

h

H

)

に
つ
い
て

五
O 

ωgケ
宮
山
〈
仰
の
語
で
呼
ぶ
と
は
、
私
に
は
到
底
思
え
な
い
。
詩
煩
と
い
う
こ
の
制
約
を
う
け
た
言
語
は
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
た
せ
よ
う
と
し
て
い
た
か
を
充

分
に
汲
む
べ
き
で
あ
り
、
表
一
面
的
な
語
意
を
そ
の
ま
ま
う
け
と
め
て
よ
し
と
す
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
、
前
に
あ
げ
た
理
由
及
び
後
に
見
る
理
由
等
か
ら
、

世
親
も
識
の
相
分
に
あ
た
る
も
の
は
、
依
他
起
性
と
し
、
特
に
実
有
と
見
な
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
通
計
所
執
性
と
見
て
い
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
二

O

頚
の
分
別
は
、
意
識
の
能
遍
計
(
さ
ら
に
は
末
那
識
を
含
め
て
よ
い
)
に
限
定
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
ο

と
も
あ
れ
、
識
転
変
は
分
別
で
あ
り
、
そ
の
分
別
に
は
、
対
象
界
も
映
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
世
界
の
上
に
、
仮
設
が
行
わ
れ
、
時
に
笑
我
・
実
法
が
執
著
さ
れ

る
。
ま
た
方
使
と
し
て
の
聖
教
が
施
}設
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
仮
に
織
の
相
分
を
遍
計
所
執
性
と
す
る
な
ら
、
仮
設
は
調
伏
天
に
よ
れ
ば
、

「
識
の
所
取
分
」
に
お
い
て
行

わ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
遍
計
所
執
性
の
上
に
さ
ら
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
し
仮
設
に
世
間
と
聖
教
と
が
あ
る
と
き
、
世
間
も
そ
う
だ
が
さ
ら
に
聖
教
の
仮

設
が
な
お
遍
計
所
執
性
の
上
に
行
わ
れ
る
と
は
、
私
に
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

羽

仮
設
の
認
識
論
的
諸
問
題

識
転
変
が
仮
設
の
所
依
と
な
る
と
い
う
こ
と
が
、
兵
体
的
に
ど
の
よ
う
な
仕
方
に
お
い
て
な
の
か
、
さ
ら
に
究
明
し
て
み
た
い
。
す
で
に
紙
数
も
な
い
の
で
、
要
点
の

み
留
記

L
て
お
き
た
い
。

識
転
変
そ
の
も
の
は
、

八
識
が
刻
々
変
化
し
て
い
く
世
界
で
あ
り
、
依
他
起
の
現
象
世
界
で
あ
る
。
問
題
は
そ
う
い
う
現
象
世
界
に
直
接
依
拠
し
て
仮
設
が
な
さ
れ
る

の
か
ど
う
か
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
仮
設
は
言
語
表
現
に
も
他
な
ら
な
か
っ
た
が
、

言
語
は
直
接
、
自
相
(
特
殊
の
極
限
)

に
は
届
か
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
『
安
慧
釈
』
は
、

実
体
的
存
在

(
g
c
r
F
苫

B
S円
岳
山
)
ま
た
は
物
自
体
(
弓
包

g
g
)
の
自
態
そ
の
も
の

(ω
〈
山
口
ロ
ガ

ω)
t主

知

C
3
2
)

と
言
語
(
与
寸
広
汀
宮
山
)

一切の一一一
一口話

(
E
E
ω
)
は

存
在
論
的
に
は
決
し
て
有
と
い

を
超
越
し
て
い
る
が
故
に
、
そ
れ
は
存
在
し
な
い
と
認
め
る
べ
き
だ
と
説
き
、

(
戸
山
〉

属
性
)
に
よ
っ
て
の
み
起
き
る
の
だ
と
説
い
て
い
る
。
こ
れ
と
全
く
同
じ
こ
と
が
『
成
唯
識
論
』
に
も
説
か
れ
て
お
り
、

う

え

(

一

山

〉

相
を
ば
得
ず
。
唯
だ
諸
法
の
共
相
の
於
に
の
み
転
。
す
」
と
い
っ
て
い
る
。
一
一
一
一
口
語
は
必
ず
共
相
〈
普
遍
ま
た
は
一
般
者
〉
に
拠
り
、
す
な
わ
ち
仮
設
は
必
ず
共
相
に
拠
る
の

で
あ
れ
ば
、
仮
設
が
識
転
変
に
拠
る
と
い
っ
て
も
、
そ
の
個
々
の
自
相
に
直
接
、
拠
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

え
な
い
性
質

(
m
g
p

「
仮
智
と
詮
と
は
、
白



で
は
、
そ
の
共
相
は
、
ど
こ
に
成
立
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
眼
識
等
に
も
共
相
は
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
た
と
え
ば
意
識
の
み
に
か
、

と
い
う
問
題
で
あ
る
。
我
々
は

こ
こ
で
、
仮
設
を
め
ぐ
る
認
識
論
上
の
機
構
を
究
明
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
、
事
実
上
、
通
常
の
認
識
の
大
体
を
占
め
る
前
五
識
と
意
識
と
が
、

ど
の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
て
い
る
の
か
調
べ
て
み
よ
う
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
資
料
と
し
て
、
一
。
球
伽
論
』
木
地
分
の
五
識
身
相
応
地
に
は
、
前
五
識
に
つ
い
て
次
の
説
明
が
あ
る
。

前
五
識
の
各
々
に
つ
い
て
、

自
性
・
彼

一
所
依
・
彼
所
縁
・
彼
助
伴
・
彼
作
業
(
作
用
)
が
説
明
さ
れ
る
が
、
そ
の
作
用
に
関
し
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

作
用

(
5
2
H戸
口
)
と
は
何
か
。
そ
れ
は
六
種
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

第
一
に
、
自
の
境
の
限
り
を
所
縁
と
し
て
了
別
す
る
と
い
う
働
き
で
あ
る
。

ま

ま
た
現
在
の
時
の
み
を
了
別
す
る
の
と
、
ま
た
一
利
那
を
了
別
す
る
の
と
、
ま
た
二
種
に
よ
っ
て
意
識
に
随
っ
て
お

き
る
(
つ
ま
り
)
善
と
雑
染
に
随
っ
て
お
き
る
の
と
、
発
業
に
随
っ
て
お
き
る
の
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
可
愛
と
非
愛
の
果
を
取
る
の
が
第
六
の
作
用
で
あ
る
。

た
自
相

(ω
〈

ω
E
5
2山
)
の
み
を
了
別
す
る
の
と
、

一
方
、
意
識
に
関
し
て
も
、
同
じ
く
意
地
に
説
明
が
あ
り
、
そ
の
中
の
作
用
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

作
用
と
は
何
か
。
自
と
他
の
境
を
所
縁
と
し
て
了
別
す
る
こ
と
が
第
一
の
作
用
で
あ
る
。
ま
た
、
自
と
共
の
相

(ω
〈

m
g
ω
S
E
E
F
5
8と
を
了
別
す
る
の
と
、

古
4
山

か
つ
随
転
せ
し
め
る
の

と
、
ま
た
そ
の
他
の
諾
の
識
身
の
、
可
愛
と
非
愛
の
果
を
取
る
の
と
で
あ
る
。
〈
最
後
の
は
た
ら
き
は
)
そ
れ
を
因
と
す
る
等
流
を
発
生
せ
し
め
る
か
ら
で
弘
?

た
過
去
・
未
来
・
現
在
の
時
を
了
別
す
る
の
と
、

ま
た
利
那
と
相
続
と
を
了
別
す
る
の
と
、

ま
た
浄
・
不
浄
の
諸
法
主
諸
業
に
お
い
て
転
じ
、

こ
れ
ら
に
、
前
五
識
は
自
相
の
み
し
か
了
別
し
な
い
が
、
意
識
は
自
相
・
共
相
を
了
別
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
共
相
は
前
五
識
の
認
識
内
容
の

中
に
は
存
在
し
え
ず
、

た
だ
意
識
に
お
い
て
の
み
有
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
意
識
に
関
し
、
次
の
説
も
あ
る
。

ま
た
、

そ
の
他
の
一
切
の
識
身
よ
り
全
く
区
別
さ
れ
る
作
用
は
、
所
縁
を
分
別
す
る
の
と
、
所
縁
を
考
察
す
る
の
と
、
酔
う
の
と
、
狂
う
の
と
、
眠
る
の
と
、
覚
め

る
の
と
、
気
絶
に
陥
る
の
と
、

気
絶
か
ら
一
炭
る
の
と
、
身
と
諮
の
業
を
お
こ
す
の
と
、
世
間
的
欲
望
を
捨
て
る
の
と
、
世
間
的
欲
望
を
捨
て
る
こ
と
か
ら
退
く
の
と
、

(的
〉

諸
善
根
を
断
絶
せ
し
め
る
の
と
、
諸
善
根
を
相
続
せ
し
め
る
の
と
、
死
ぬ
の
と
、
生
れ
る
の
と
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
他
識
に
は
な
い
、
意
識
独
自
の
作
用
と
し
て
、
所
縁
を
分
別
し
、
考
察
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
逆
に
い
え
ば
、
意
識
に
は
分
別
作
用
が
あ
る
が
、

(
印
〉

前
五
識
に
は
分
別
作
用
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
パ
す
で
に
『
倶
舎
論
』
に
も
説
か
れ
て
い
た
。
あ
る
い
は
『
摂
大
乗
論
』
は
、
前
五
識
と
異
っ
て

哲
学
・
思
想
論
集
第
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四
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仮
設
な

E
山
口
名
立
)
と
識
転
変
(
〈
ぷ

E
Z吉
江
志
ヨ
と
に
つ
い
て

五

〈

円

引

)

識
の
み
に
分
別
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

そ
の
『
摂
大
乗
論
』
は
、
能
遍
計
を
意
識
と
規
定
す
る
の
で
あ
る
。

さ
て
認
識
の
機
構
に
関
し
、
合
職
伽
論
』
は
さ
ら
に
、

い
わ
ゆ
る
五
心
の
説
を
あ
げ
て
い
る
。

①
率
爾
心
、
②
尋
求
心
、
③
決
定
心
、
④
染
浄
心
、

⑤
等
流
心
の
五
つ

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
き
、
円
瑞
伽
論
』
は
、
次
の
よ
う
に
説
く
。

そ
こ
で
、
眼
識
が
生
じ
た
と
き
、
率
爾
〈
C
官
邸
ロ
ザ

m
t
r
S
と
、
尋
求

Q
R克
明
白
}
内

ω)
と
、
決
定
(
巴
青
山

g
〉
の
づ
一
種
の
心
が
順
に
得
ら
れ
る
。
そ
の
中
、
初
は
、

限
識
で
あ
る
。
二
は
意
識
で
あ
る
。
そ
の
中
、
決
定
の
心
の
あ
と
か
ら
、
雑
染
と
清
浄
と
に
な
る
と
見
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
、
そ
の
等
流
の
眼
識
が
ま
た
、

-
不
善
な
る
も
の
と
し
て
生
じ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
自
の
分
別
の
力
に
よ
っ
て
で
は
な
い
。
そ
の
意
が
、
他
に
転
じ
な
い
限
り
、
意
識
と
限
識
と
の
二
者

(
m
w
)
 

は
、
善
性
の
も
の
か
雑
染
性
の
も
の
か
と
な
る
。
眼
識
が
生
じ
た
と
き
と
同
じ
く
、
身
識
ま
で
も
ま
た
そ
の
よ
う
と
知
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
前
五
識
は
、
意
識
に
先
導
さ
れ
て
善
、
染
が
定
ま
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
意
識
が
そ
の
性
格
を
他
に
転
じ
な
い
限
り
、
等
流
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
も

前
五
識
に
は
、
尋
求
の
働
き
も
な
い
。
こ
こ
に
も
前
五
識
の
無
分
別
の
性
格
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

」
う
し
て
、
分
別
は
す
ぐ
れ
て

の
は
た
ら
き
で
あ
り
、
共
相
は
意
識
の
対
象
で
し
か
な
い
と
き
、
仮
設
は
識
転
変
に
拠
る
と
し
て
も
、

よ
り
精
確
に
は
意
識
の
相

分
に
現
じ
た
共
相
に
拠
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
前
五
識
は
刻
々
変
化
し
つ
つ
色
・
声
等
を
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
内
容
を
意
識
は
共
相
に
お
い
て
捉
え
る
、

そ

の

上

に
、
一
一
一
一
口
語
を
た
て
る
こ
と
に
な
る
。
前
の
「
仮
智
と
詮
と
は
自
相
を
得
ず
、
唯
だ
諸
法
の
共
相
に
於
て
の
み
転
、
ず
」
と
あ
る
の
に
対
し
、

『
述
記
』
は
次
の
よ
う
に
説
明

し
て
い
る
。
「
色
法
等
の
如
き
、
礁
を
も
っ
て
自
性
と
為
す
。
火
は
媛
を
以
っ
て
性
と
為
す
。
水
は
湿
を
以
っ
て
性
と
為
す
。
促
だ
証
知
す
べ
し
。

司、、己ヨ凶也印刷、

」ノ
1

4

3
而

五
識
の
後
に
随
て
、
比
を
縁
ず
る
智
を
起
こ
し
、

号
一
口
説
は
及
ば
ず
。

言
語
等
を
発
す
。
但
だ
是
の
縁
・
説
す
る
所
は
、
法
の
共
相
に
し
て
、
彼
の
自
相
に
は
非
ず
。
」

第

さ
ら
に
、
次
の
よ
う
に
も
い
う
。

今
、
青
を
縁
じ
て
青
の
解
を
作
す
者
は
、
此
れ
比
重
し
て
知
る
。
前
法
に
称
わ
ず
。

眼
識
の
色
を
縁
ず
る
が
如
き
、
自
相
に
称
う
が
故
に
、
色
の
解
を
作
ら
ず
。
後

称
う
と
壬a
両日

う

:o1::Z'色
ずむの

共
相
を
縁
ず

に
起
る
意
識
、

色
に
著
せ
ざ
る
が
故
に
、

遂
に
青
の
解
を
作
す
。

余
の
青
に
非
る
物
を
遮
し
て
、
遂
に
青
の
解
を
作
す
。
青
の
解
即
ち
青
の
事
に

こ
こ
に
は
ア
ポ

l
ハ
理
論
の
導
入
も
見
ら
れ
て
興
味
深
い
が
、

と
も
か
く
、
前
五
識
は
自
相
に
称
う
も
の
の
、

之、
R
口

ηJ
刃
hu
涼
成
十

h
E

、0

4
フ土パ，
O
ι
3
3
R
W
H
吉

H
L
v
ナ
J
t
u
v

た
だ
後
の
意
識
が
、
他
の
否
定

と
し
て
の
共
相
を
縁
ず
る
の
で
あ
り
、
そ
の
認
識
(
解
)
を
得
る
の
で
あ
る
。
故
に
共
相
は
意
識
に
お
い
て
の
み
現
わ
れ
る
と
見
る
の
が
順
当
で
あ
ろ
う
。



と
す
れ
ば
、
仮
設
は
識
転
変
に
拠
る
と
い
う
の
も
、
精
確
に
は
、
そ
の
識
転
変
を
意
識
に
お
い
て
共
柏
に
お
い
て
捉
え
た
も
の
に
お
い
て
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ

の
と
き
、
意
識
が
共
相
と
し
て
捉
え
る
対
象
の
中
に
、
各
識
の
見
分
も
あ
り
う
る
と
す
る
の
が
、
護
法
の
考
え
で
あ
る
。
確
か
に
、

つ
所
取
分
」
の
み
と
す
る
の
は
、
狭

い
と
私
に
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま

と

め

以
上
、
仮
設
と
そ
の
所
依
の
識
転
変
を
め
ぐ
っ
て
、
『
成
唯
識
論
』
を
参
考
と
し
つ
つ
少
し
く
考
察
し
た
。
『
唯
識
一
一
一
十
頚
』
の
冒
頭
の

一
同
期
半
に
、

我
・
法
の
仮
設
は

識
転
変
を
所
依
と
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
第
一
七
頚
に
そ
の
識
転
変
は
分
別
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
分
別
と
い
う
識
活
動
を
拠
り
所
と
し
て
、

五

組
の
仮
和
合
の
上
に
我
が
仮
設
さ
れ
る
よ
う
に
、
部
品
の
集
合
の
上
に
車
輪
が
仮
設
さ
れ
る
よ
う
に
、
種
々
の
我
・
法
が
仮
設
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

分
別
は
、
第
一
九
煩
に
い
う
よ
う
に
、
種
子
と
い
う
悶
転
変
に
基
づ
く
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
果
転
変
の
世
界
で
あ
る
。

し
か
し
、
仮
説
は
、
果
転
変
と
し
て
の
八
識
の
現
行
に
た
だ
ち
に
依
拠
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
直
接
的
に
は
、
意
識
が
捉
え
た
共
相
に
基
づ
く
の
で
あ
る
。

こ
の
中
で
、
ゴ
一
性
説
を
ど
う
見
る
か
に
つ
い
て
は
、
議
論
の
余
地
が
あ
る
。

し
か
し
遍
計
所
執
性
を
『
稔
伽
論
』
以
来
と
等
し
く
一
一
一
一
口
語
と
か
か
わ
る
も
の
だ
と
見
る
な

ら
、
そ
の
所
依
と
し
て
の
一
一

の
識
転
変
H

八
識
日

の
心
・
心
所
H
虚
妄
分
別
は
、
そ
の
中
に
映
現
し
て
い
る
相
分
も
含
め
て
、
依
他
起
性
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
『
成
唯
識
論
』
の
伝
え
る
難
陀
の
説
で
も
明
白
で
あ
り
、
党
文
『
安
慧
釈
』
は
ほ
ぼ
そ
れ
に
順
じ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
世
親
の
『
唯

識
一
一
一
十
頚
』
自
身
も
、
そ
う
し
た
枠
組
の
中
で
了
解
さ
れ
る
の
が
最
も
合
理
的
だ
、
と
私
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

注
(
1
)
P
E
g
g
m
t・
斗
之
さ
と
さ
忠
弘
治
与
と
ま
と

E§w
包・

ξ
戸
広
三
・

3円
一

ω
・
5
M
m
(以
下
、
吋
〈
回
目
M
〉

wu・
5
・

-rgig-
勺

-zwrι-M・
E-
新
導
本
一
r
k
J

二
頁
。

(
2
)

代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
上
田
義
文
「
三
百

Z
3
2
Z昔
話
の
意
味
」
(
円
鈴
木
学
術
財
団
研
究
年
報
何

2
〉
、
長
尾
雅
人
「
安
懇
の
識
転
変
説
に
つ
い
て
」
(
『
中
観
と
唯
識
』
所

収
)
、
横
山
紘
一
「
世
親
の
議
転
変
」
(
門
講
座
大
乗
仏
教
8

唯
識
思
想
』
)
等
々
、
が
あ
る
。
な
お
、
横
山
氏
は
、
上
田
博
士
の
所
説
に
同
稿
で
言
及
し
た
が
、
上
田
博
士
は
、
『
「
党
文
唯
識
一
一
一
十

頭
」
の
解
明
』
(
第
三
文
明
社
)
に
お
い
て
、
そ
れ
に
反
論
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
書
中
、
私
が
旧
稿
(
「
地
論
宗
・
摂
論
宗
・
法
相
宗
」
『
講
座
大
乗
仏
教
8
唯
識
思
想
』
所
収
)
で

宮
ユ
急
ヨ
"
に
展
開
と
い
う
一
言
葉
を
使
っ
た
こ
と
を
も
批
判
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
展
開
は
〈
時
間
的
な
変
化
を
含
め
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
〉
あ
い
ま
い
で
あ
っ
た
の
で
、
本
稿
に

お
い
て
そ
の
不
備
を
補
訂
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
す
る
。

(
3
)

、吋〈出
Y
H
Y
M
m
w
戸

MM-
宇
井
伯
寄
『
安
慧
護
法
唯
識
一
一
一
十
頒
釈
論
』
(
岩
波
盟
国
活
、
昭
和
ニ
七
年
〉
巻
末
五
四
一
良
の
焚
文
王
誤
訂
正
表
参
照
。
こ
の
訂
正
は
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
か
ら
も
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On 'Prajnapti' and 'Vij白anapari .q.ama' 

Makio TAKEMURA 

“Trirpsika-vijnaptimatrata-siddhi" is a very small， but most important work in 

the Yogacara school， in which all systems of vijnaptimatra philosophy are compres-

sed. 
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The author's basic assertion is proposed in it's first verse and a half， where it 

is said that various verbal expressions [prajnapti] are founded on the changing 

flow of senses or of consciousness [vijnanaparII)ama]. 

1n my view， this assertion has not been understood correctly. So in this paper， 

1 attempt to clear up that meaning by refering to the “Cheng wei shi lun" (W成唯識

論~) and the doctrine of the Faxiang sect (法相宗)• 

五
七
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